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こ
れ
は
、
平
成
23
年
３
月
７
日

に
実
施
さ
れ
た
栃
木
県
立
高
等
学

校
社
会
の
入
試
問
題
で
す
。
小
川

梅
曽
に
あ
る
国
指
定
史
跡
那
須
官

衙
（
か
ん
が
・
役
所
の
意
味
）
遺

跡
が
わ
が
国
古
代
の
地
方
支
配
を

考
え
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
る
こ
と
が
こ
の
出
題
か
ら
わ

か
り
ま
す
。
遺
跡
で
は
布
目
瓦
が

出
土
し
「
梅
曽
廃
寺
跡
」
と
呼
ば

れ
、
昭
和
15
年
に
発
見
さ
れ
た
銅

印
「
萪
□
私
印
」（
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
は
現
在
国
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代
の

部
分
調
査
、
昭
和
42
年
か
ら
の
本

格
的
調
査
で
税
を
収
め
る
「
倉
庫

群
」
を
中
心
と
し
た
建
物
構
成
が

発
見
さ
れ
「
寺
院
」
で
な
く
「
役

所
」
と
し
て
、
昭
和
51
年
に
国
指

定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

ま
で
26
回
に
も
及
ぶ
調
査
の
結
果
、

南
北
２
０
０
ｍ
以
上
、
東
西
６
０

０
ｍ
の
範
囲
に
倉
庫
群
、
役
所
の

実
務
を
行
な
っ
た
地
区
、
交
通
や

宿
泊
な
ど
を
司
る
建
物
群
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
２

月
か
ら
国
士
舘
大
学
考
古
学
研
究

室
の
協
力
に
よ
り
、
役
所
の
設
置
、

廃
止
の
時
期
と
そ
の
広
が
り
を
確

認
す
る
た
め
発
掘
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
倉
庫
群

の
東
に
面
し
、
役
所
内
を
南
北
に

縦
断
す
る
古
代
道
が
役
所
南
辺
か

ら
南
に
１
５
０
ｍ
以
上
伸
び
て
い

た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
古
代
道
路
は
現
在
の
道

路
と
同
じ
よ
う
に
道
の
両
側
に
側

溝
を
も
ち
、
道
路
幅
は
８
・
５
ｍ

あ
り
ま
し
た
。
土
層
の
観
察
か
ら

古
い
溝
は
深
く
、
新
し
い
溝
は
幅

広
と
な
る
な
ど
道
が
長
期
間
機
能

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
側
溝
周
辺
に
は
踏
み
締
ま

り
痕
跡
が
あ
り
、
盛
ん
な
通
行
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
道

が
役
所
に
止
ま
ら
ず
南
北
に
縦
断

す
る
こ
と
か
ら
官
衙
が
整
備
さ
れ

る
以
前
に
直
線
的
な
道
路
が
設
定

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
北
延
長
上
に
は
古
代

寺
院
の
あ
っ
た
浄
法
寺
、
蛭
畑
、

余
瀬
、
伊
王
野
、
白
河
関
、
そ
し

て
陸
奥
へ
、
南
は
駒
形
、
三
輪
、

鴻
野
山
へ
と
連
な
り
、
こ
の
道
路

こ
そ
が
古
代
東
山
道
で
は
な
い

か
？
と
の
説
も
有
力
で
す
。
今
後

解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た

な
課
題
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

６
日
の
説
明
会
で
は
百
数
十
名
の

見
学
者
が
現
地
を
訪
れ
、
こ
の
遺

跡
へ
の
興
味
関
心
の
高
さ
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
翌
日
の
高
校
入
試
で
の

出
題
を
誰
が
想
像
で
き
た
で
し
ょ

う
か
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　

主
任
学
芸
員　

眞
保
昌
弘
）

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

荒
井　

祢
音　

哲　

治　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

沙　

織

星　
　

遥
陽　

吉　

則　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

広　

美

藤
田　

琉
己　

宏　

樹　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

玲　

子

益
子　

隼
汰　

和　

広　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

明
日
香

栗
田　

獲
夢　

弘　

樹　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

友　

美

岡
山　

理
人　

英　

明　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

晃　

子

里
見
麻
衣
子　

嘉　

隆　

大　

内

　
　
　
　
　
　

郷　

子

ね　

ね

る　

み

ま　

い　

こ

し
ゅ
ん
た

え
る
む

ま
さ
と

は
る
ひ

４月18日（月）、25日（月）、29日（金）、30日（土）
５月２日（月）～ 5日（木）、９日（月）

小川図書館は、地震被害のため、当分の間
休館となります。
○問い合わせは8:00 ～ 17:00
　（土曜・日曜は馬頭図書館まで）
○計画停電が15:20 ～ 19:00又は16:50 ～ 20:30
に実施された場合、馬頭図書館は17:00に閉館
します。

馬頭図書館の休館日（４/16～５/15）

たのしい絵本と紙しばいの会
・４月21日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

チャレンジクッキング
・４月24日（日）午前10：00～
・参加申し込み　４月22日（金）まで
・材料費　100円
・持ち物　三角巾、エプロン　・爪を切ってきてね
　フルーツサンドイッチを作りましょう。

子どもの日の集い
・５月５日（木）午前10：00～　　　　
・参加費　無料
　みんなで思いっきり楽しく遊びましょう。
　ぜひ遊びに来てね！

ＪＶＣのおはなし会
・４月17日（日）午後2：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　ジュニアボランティアクラブの方たちが、
　アンパンマンの紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、シャボン玉を飛ばしましょう。

・５月11日（水）午後1：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

読　書　会

「児童館」
４月16日～５月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土
4/16

17 18 19 20 21 22 23
24 29 3025 26 27 28

8 9 10 11 12 13 14
15

5/1 2 3 7

母の日のプレゼントつくり
・５月８日（日）午前10：00～　
・参加申し込み　５月２日（月）まで
・材料費　100円
　５月の第２日曜日は『母の日』です。　　　　
　ありがとうの気持ちをこめて、ステキなプレゼントを
　つくりましょう。

なかよしひろば
・５月12日（木）午前10：00～　
・参加申し込み　５月１０日（火）まで
・参加費　50円（おやつ代）
・持ち物　お茶等の飲み物（水分補給用）
　就学前のお子さんと保護者の皆さん、
　一緒に楽しくすごしましょう。　　　　
　どうぞお気軽に参加してください。

4 5 6

（

）

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

大
久
保
一
二　

（
100
）　

馬　

頭

小
山
田
仁
一　

（
89
）　

馬　

頭

穂
積　

一
男　

（
83
）　

馬　

頭

山
本　

幸
雄　

（
85
）　

馬　

頭

大
森　

ア
イ　

（
83
）　

馬　

頭

飯
塚　

清
子　

（
82
）　

健　

武

熊
田　

一
惠　

（
86
）　

健　

武

鈴
木　
　

甫　

（
94
）　

矢　

又

菊
池　

久
彌　

（
89
）　

和　

見

藤
田　

ツ
ネ　

（
91
）　

和　

見

小
泉　

純
一　

（
62
）　

北
向
田

髙
野　
　

彰　

（
52
）　

富　

山

仲
田　

忠
彦　

（
52
）　

大　

内

菊
池　
　

一　

（
81
）　

小　

砂

栗
田　

ヨ
シ　

（
87
）　

小　

砂

市
村　

正
夫　

（
96
）　

小　

川

山
﨑　

ツ
ネ　

（
94
）　

小　

川

瀧
田　
　

武　

（
90
）　

小　

川

磯　
　

和
夫　

（
76
）　

片　

平

齊
藤　

サ
ト　

（
87
）　

三　

輪

関
谷
ミ
ユ
キ　

（
102
）　

三　

輪

石
澤　

節
夫　

（
81
）　

三　

輪

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

2
月
21
日
〜
3
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

今
月
の
表
紙

　

こ
の
春
、
無
事
学
び

舎
を
巣
立
っ
て
行
っ
た

子
ど
も
た
ち
、
恩
師
や

仲
間
た
ち
と
の
別
れ
を

惜
し
ん
で
、
校
舎
の
前

で
い
つ
ま
で
も
記
念
撮

影
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
震
災
で
、
日
本
中

が
意
気
消
沈
し
て
い
る

中
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
輝
き
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
写
真　

小
川
中
学
校
）

　ある中学校の歴史クラブが、栃
木県にある史跡などについて調査
し、次のようなカードを作成した。
これを見て、問いに答えなさい。

問　下線部ａについて、壬申の乱
に勝利して、天皇中心の国家づく
りを進めた天皇は誰か。
　　　　　　　答　天武（天皇）

　那須官衙遺跡（那珂川町）　
ここには地方を治める役所が
あったようです。役所がつくら
れたのは７世紀末以降と考えら
れています。７世紀末にはａ律
令に基づく国家の建設が進み、
地方への統制も強化されていき
ました。

4月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－20）9，562 人 男
（－27）9，491 人女
（－47）19，053 人計
（+  2）6，141世帯数

（　）内は前月との比較
今回発見された古代道路跡


